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農

民
1
家

の

生

訏

を

標

掣

J

ど
し
て
立
論
せ
.尹
又
農

民
の
耕
地
は「

平
均1

'
町
_调
反
の
.而
稍
な
か
る
'可
か
S
 

ず
J
%」

も
述
ベ
ざ
公
し
な

^
^
余

は

農

業

蔣

及

其

家

族

に
 

て
農
.場
內
R
於
け
る
勞
働
を
な
し
他
ょ
.
&勞
_

#
を
S
 

入
れ
I

自
己
の
勞
力
I

f

 

t

 

b

x i
s
 

S
な
す
ロ
3

ル
の
所
論
.の

大

體
に

®

し

本

f

f

 

作
物
？

產

_

象

小

麥

蘅1

変

大

J;
f'
蔬

菜

を

標

離

ど

な

し

】

ヶ

年

鹰

場

經

營

に

弯
 

す

る

勞

働

配

合

の

狀

態

等

を

考

へ

小

農

家

一
月

の

內

勞
 

働

に

耐

ゆ

る

も

の

を

ニ

人

半

•ど

し

此

勞

力

を

能

ぐ

.充

分

 

に

利

用

せ

ん

S

す

る

に

は

普

通

の

場

合

に

於

て

は

少

な
 

く

も

耕

地

.一
町
五
'反

を

喪

す

る

こ

^

を

述

ベ

ft
面

«

の 

內

水

田

は

八

反

畑

は

七

皮

ぬ

し

；‘て

畑

は

全

部

水

田

は

約
 

四

斟

は
 

一j

毛

作

を

な

し

た

、る

も

の

^

し

.

.て

の

計

！
！
®
れ 

ば

^ ?
し

氣

候

.の

關

係

等

ょ

&

し

す

ニ

毛

作

を

爲

し

^

ざ

j

面

樹

ど

す

ビ

！

S

じ

た
6

し

な
6
«-
田

傅
±

も

多

少
0>
,®
一 

を
以
て
全
の
所
論
を
批
評
せ
ら
れ
し
が
如
き
も
氏
の
說 

く
所
'
?命
.の

論
#

し
所
ど
は
上
述
0
如
ぐ
幾
.分

か
§

 

き

を

與

，に

す

る

所

わ

る

を

以

て

茲

..に

.

〗

言

を

述

べて
余 

の

立

場

を

明K
す
0」
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へ
：
"
.
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‘
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向
.#

慶
松
一

命
融
論
の
大
家
と
し
て
知
-ら
れ
れ
.る
.チ
ヤ 

>
ル
ス
、
エ
、
コ
十
> 

ト
历
は
.昨
冬
、
欧
洲
に
於
げ
る
大
戦
爭
⑥

來

馨

衮

の

篇

. 

の
上
に
及
ぼ
す
塞
に
付
令
詳
細
f

霞

の

結

最

證

せ

ら

. 

れ
T:
i

此
の
破
it
.多
年
.外
國
资
本
I;
依
賴
し
來
り
れ
る
我
國
(?
> 

經
濟
界
に
と
リ
て
も
亦
發
者
す
べ
备
辦
少
な
し
と
せ
ず
。
之 

れ
即
ち
发
It
.其
の
大
要
^
紹
介
す
岑
所
以
な
リ
。
1[
1
し
卞
論
は
昨 

年
十}

月
|1
破
，表
.せ
ら
れ
?:
名
も
の
な
れ
.ば
、
本
文
.中
に
於
け
名 

辦
實
の
記
琪
1-
付
v
lt
讚
遨
は
典
の
#

に
て
證
ま
れ
ん
、i

寧

t/
.
o 

■ 

• 

.

歐
州
に
於
け
る
大

亂
が
投!
資
々
本
の
上
に
及
ぼ
す

影

響

は

吾

人

の

知

る

限

6

^
於

て
.
>或

は

、.貯

蓄
、
輯 

邋

及
.！

生

霞.̂?
鍵

濟
.上
^
^

け̂

：る重
要
な
る
裏
奉
-

€
な
ら
し
.以
锬
に
.於
け
る
.最
も
意
.大
，な
，る
も
の
な
る
可 

し

今

世

界

：；
^

.

け

る

富

の

蓄

樹

が

近

代

衿

至

:]
)
'著
4
し 

く
增
加
し
.た
4
結
果
、.
.今
日
.
«入
は
苟
も
#
會
^

^

,
 

を
興
ふ
る
事
寒
に
し.て
.起
す
可
|
も
の
ゐ
ら
.ば
之
代
要 

す
る
1
金
は
容
易
，に.之
.を
求
む
4
 

T
J
:
ミ
を
得
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が.故
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親

今
0
經
.濟
界
に
.ぁ
6
て
は
背
時
に
於
け
る
が
如
く
資 

本
缺
乏
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.爲
め
に
生
處
の
制
腺
せ
ら
る
、
が
如
き
思
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を
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す
る
も
の
殆
ん.ど
.な
き
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至

れ\
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オ
ッ
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冉
の
如
き
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千
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^

±
!
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融
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實
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し
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況
ん
や
金
融
機
關
の.作
用
觀
&
に
.行
は
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く
現
時̂
办
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h
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は
良
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貯
菩
ほ
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え
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此

の
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#
:
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'投
.せ
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し
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烛
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泉
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1:默
声
故
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す
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辦
>

又

は

其

投

資

方

向

を

«

典

し

枝

る

，
場

合

^

は

皋
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て

如

何

な

る̂

^

す

务
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.之

が
§

^

苦

し
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.

次
第
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’
$
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例
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歐
州
資
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^
合
衆
國
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す
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資
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、
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薄
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^
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^
^
.焱

源
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何
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資
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の
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が
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太.な
，
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を
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來
す
ベ
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；

す
る
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難
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濟
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潘
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ク
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衆
國
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け
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莫

大

な.る
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國
資
本
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輸
'入
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影
響
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付
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じ
.て
日
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合
衆
國
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於
け
る
自
治
糊 

體
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遨
戾
.びH

業
會
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.が
歐
州
資
本
家
に
對
し
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挪
ふ
刺
子
は
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新
れ
に
輸
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す
る
外
國
資
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に
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«

せ
&

れ
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於
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^

^

^
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る 

、
こ
#
•な
き
.を
以
て
、
命
日
.米
國
：が
.果
しV

幾
何
の
難 

\

債
を
外
'國
R
負
ふ
炉
^
確
な
る
.
.數
宇
を
.知
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錄
金
融
运
ぼ
す
大
戦
亂
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鬈

ぁ

、
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に
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月

三

十

，
一

日

午

前

に

至

6

取

引

所

閉

鎖

の
 

a

む

な

き

に

至

6

し

は

、

之

れ

生

ど

し

て

歐

州

資

本

家
 

が

政

界

の

風

雲

急

な

る

を

見

て

其

の

所

有

せ

る

米

國

有
 

值

證

券

の

〗

苟

を

^

國

市

場

に

«

彡

放

ち

て

以

て

資

%

を
囘
、收
せ
ん
ご
努
め
た
る
結
架
に
外
な
ら
ずO

面

し

てj 

'其
の
影
_

は
樹
玆
に
-1
1
:ま
&

す
> 
金
貨
に
對
す
る
霜
用\

,
'の
增
加
、
谷
鈒
行
が
其
の
所
有
金
貨
を
提
供
し
て
ゴ
ー 

ル
ド
♦ブ
I

ル
を
紐
織
せ
る
如
き
、
及
び
爲
#
#1
®
か 

#

た
し
く
輸
出
現
送
點
以
上
に
騰
貴
せ
る
は
之
れ
皆
外I 

國
資
本
家
が
今
や
米
國
R

對
す
る
偾
權
を
取
り
立
つ
る
.

R
 
f

^

6

結
*

た

る

や
論
を
俟
た
ざる
な

6

0
 

今
日
に
逛
る
ま
で
各
交
戰
國
は
其
必
翦
ど
す
る
多
额 

め

¥

備
を
中
；ど
し
て

其
所

有
現
金
及
び
銀
行

2

り
の

」

時
的
借
入
金
に
ょ
り
て
支
辨
し
來
6

た
る
が
、
後n

r

是

一
 

#

の
借
入
金
を
慣
還
す
る
爲
め
に
長
期
の
公
®
を
發
行

第
四
_

、

八
八

吾
人
は
先
つ
本
論
^
入
るU

先
ち
.所
論
の
大
綱
を
一
；小

.さ
ん
。

.
'
.
'
'

(
1
)

歐
州
に
於
け.る
大
戦
#
が

約一

ヶ
年
間
繼
_
す 

る
も
の
^
:せ
ば
、
此
れ
に.要
す
る
®
用
は
百
五
十
億
卵 

を
下
ら
ざ
る
可
し

o

(

ニ)

總
て
の
交
.戰
國
が
.
0
0
及
び
戰
後
に
於
け
る
跡

始

末

の

た

め

に

耍

す

る

费

用

の

高

は

、

凡

て

の

文

明

國

が
每
年
投
資
の
爲
め
に
菩
躜
す
る
貯
蓄
の
數
谘
に
i
す 

べ
し
。 

,

\

三

)

&

濟

的

利

益

を

生

す

る

 ̂j

ビ

な

く

し

て

消

費

せ
 

&

る

、
此

等

の

資

金

^

對

す

る

莫

大

な

る

需

羽

の

結

^ , 

ビ

し

て

、

有

價

證

券

に

對

す

名

利

子

步

合

は

以

前

ょ

り
 

も

*

騰

す

べ

し

。
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か
、
る
莫
大
な
'る®
费
は
全
く
政®
公
廣
に
よ

.

江
し
て
ガ
の
數
十
€

0

5
事

公

偾

が

有

價

證

券

爲

め5

金
を
得
ん
答
る
も
の
'は

政

か
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u
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)

是

等

0
政

府

公

債

が

#

投

資

家

の

手

許

.K
適

：宜 

^

分

配

せ

ら

る

、

に

茧

る

に

は

數

年

.の

長

年

'月

を

要

す 

哥

し

、

其

間

^

金

融

市

場

は

絕

1

す

揽

亂

.せ

ら

-る

を

以 

.
V

鐡

遨

及

び

H

業

#

社

の

有

惯

證

券

に

し

て

ゑ

_

市

場 

に

賣

却

せ

ら

る

、

も

の

非

常

の

多

額

に

上

.
^
ヽ

之

れ

が

 

爲

め

に

米

國

k

於

て

每

年

投

資

せ

ら

る

可

き

新

資

本

は
 

皆

之

に

吸

收

せ

ら

れ

、

新

企

業

の

爲

め

に

資

金

を

得

る
 

は

極

め

て

困

_

ビ

な

る

に

¥
;る

可

し

0

(

六)

故
に
苦
し
米
國
に
於
ける

鐵
道
&

び
工
業
會
f
t 

比
し
て
"
今
後
數
ヶ
年
の
間
に
新
た
に
資
本
を
求
め
ん 

ビ
欲
せ
ば
、
須
ら
く
.其
有
價
證
券
の
利
子
を
高
く
す
る 

の
み
な
ら
す
倚
又
會
社
の
收
益
が
利
子
及
び
配
當
金
を 

充
分
支
拂
ふ
に
足
る
こVJ

を
投
資
家
に
示
さ
ざ
る
ベ
か

歐
洲
戰
爭
の
費
f
f
l 

.游
し
歐
州
戰
學
がI

ヶ
年
繼
續
す
る
も
のyj

せ
ば
、 

•鐵
道
及H

業
上
に
使
用
せ
ら
る
可
き
西2；
十
億
弗
の
資 

本
は
全
く
簞
事
の
爲
め
纪
戡
消
，：

(

必
中
し
も
無
法
の
浪

费v
j

はi
K

は
ざ
る
も)

せ
ら
る
可
き
を
以
て
、
戰
時
«■ 

勿
論
："
戰
後
數
年
間
は
必
ず
投
資
々
本
め
供
鉛
の
上
に 

重
大
な
る
影
響
を
與
ふ
る
を
.免
か
れ
さ
る
可
し
。

數
年
前
巴
里
大
學
の
リ
シH

丨
敎
授
は
佥
歐
州
^
亘 

|

る
大
.戰
亂
わ
る
も
の
^

假
定
し
其
費
用
を1

日
約
五
千 

萬

弗

(

芷
確
忙
云
へ
ば
四
千
九
百
九
十
五
莴
茆〕

ヾ
し
計 

箅

し

た

纟

。

以

上

の

額

は

伊

太

利

及

び

.羅

馬

尼

が

规

帮 

に
參
加
す
る
も
の
ビ
し
て
算
出
せ
ら
れ
、
且
つ
戰
場
に 

赴
か
さ
る
貧
窮
者
の
爲
め
に
六
茛
八
十
窩
卵
、
破
鐵
せ 

&

れ
托
る
財
產
及
び
其
他
の
爲
め
に
約
1
一
西
萬
卵
を
加 

M

b

f

o

伹
し
白
耳
_

の

支

出

額

は

•此

の

中

に

包

含 

せ

す
o

戰
爭
の
發
焜
に
伴
ひ
起
れ
る
諸
般
の
事
件
及
び
其
他 

の
«

間
家
の
許
算
等
に
ょ
6

て
比
較
觀
察
を
な
す
に
丨 

.此
，の
リ
シH

丨
敎
授
の
針
算
は
甚
だ
し
く
大
R
失
し
た 

る
も
の
に
非
さ
る
が
如
し
、
蓋
じ
伊
太
利
は
此
の
豫
期 

に
反
し
て
中
立
の
能
度
を
採
る
に
茔
&

し
ビ
雖
も
、
別

に
豫
想
外
の
白
洱
«

及
び
日
本
が
新
た
^
戰
爭
に
參
加 

激

九

卷(

四

成

三.

)
：

雜

絲

余

融

に

及

ぼ

す

大

敝

齓

の

釤

餿
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四

锶

八

I

|

I
h



熔

九

怨

(

i
lar
四
}

雜

錄

命
融
•
-
1
及
ぼ
す
大
戦
亂
の
#
遡

第
四
铖

す
る
わ
公
、
且
つ
伊
太
利
、
和
蘭
、
瑞
西
へ
‘羅
馬
尼
の 

髒
國
が
赀|

部
又
は
全
部
の
動
員
を
行
ひ
た
る
が
た
め 

多
大
の
支
出
を
製
す
る
に
至
6
,し
が
故
な
6

0 

幸
に
し
て
®
人
は
各
國
政
府
が
實
際
支
出
せ
る
®
费 

め
大
略
を
知
る
を
得
た
る
が
故
に
事
の
眞
想
を】

層
明 

か
に
す
る
こ
ビ
を
得
べ
しO

獅
逸
政
府
が
九
月
末
に
於 

て
菊
公
债
を
發
行
す
る
に
際
し
»
翁
し
た
る
處
に
ょ
れ 

ば
獨
逸
帝
國
の
®

す
る
:I

日
の
策
费
は
約
3£
西
萬
弗
な 

i

s
ふ
o

然
れ
ど
も
怫
國
に
於
け
る
批
評
家
は
此
额
を 

以
て
甚
し
く

過
少
に
失
す
る
も
の
^

な
し
、
近
世
に
於 

け
る
戦
爭
の
實
例
ょ
ぅ
推
し
て
平
均
.

〗

人 

一
P

の
®
费 

は一
I
®

五
十
仙
を
下
る
こ
ど
を
得
ず
ど
論
じ
た
6
 o

y

 

逸
參
謀
本
部
が
數
年
前
に
な
し
た
る
計
算
の
如
く
一 

人 

の
费
用
を
1
日I

弗
五
+

仙
€
す
れ
ば
三
宵
萬
人
の
兵 

士
を
維
持
す
る
に1

日
四
百
五
十
海
如
に
て
事
足
る
可 

し
ビ
»

も
、
教
し
是
を
■一
 

一®
五
十
仙
の
割
合
に
て
計
算 

す
る
時
は1

..日%
百
2£
十

离

卵

に

上

.る
可

ぐ

、
：尙

此

の■ 

外

に
'彈
^
^
.1;
:
他
.0
^
-欝

：品
；に
要
.す
^
0
.支
_出
..は
：

日.*百
.萬

.：

九0

弗

を

下

ら

さ

る

可

し

。

然
&

ば

佛

國

は

如

何̂
云
ふ
に
、
十
月
初
日
に
於
て 

大
藏
大
E

リ
ボ
ー
氏
の
談
ど
し
て
傳
ふ
る
所
に
よ
れ
ば 

怫
國
が
戰
帮
の
‘始

め

六

十

日

間

に

於

て

實

際

支

出

せ

る 

额

は

四

億11

千
.萬

卵

な
-

CN

し
ど
云
ふ
、
即
ち
一
日
の
平 

均
支
出
は
七
西
萬
弗
な
分
。
怫
國
の
人
口
は
獨
逸
よ
$
 

も
少
な
く
且
つ
其
兵
力
も
比
較
的
少
な
き
が
故
に
怫
國 

の
失
费
が(

興
領
土
內
於
て
損
害
を
蒙
む
、
た

雖
 

も〕

獨
逸
よ
り
も
少
な
き
は
明
か
な
.

’

英
國
R

於
け
る
大
藏
證
券
の
發
行
高
は
約
六
千
莴
磅 

に
達
せ
b

o
九
月
十〗

日
英
國
政
府
の
發
表
し
た
る
處 

に
よ
れ
ば
、
同

國

が
, «
際
軍
寧
行
動
を
開
始
し
て
よ
6
 

以
後n

 I
十
五
日
間
に
政
府
の
支
ff
i

し
た
る
m

事
锻
の
額 

は

約

三

千

三

否

萬

磅

に

上

れ

-
^
ど
い
ふ

o

即
ち
英
國
政 

府

1

日
の
®

事

费

は

典

の

時

ま

で

は

..一

日

四
百
萬
典
を 

上
6

さ
6

し
:̂
の

ミ

見

る

ベ

し

.、

さ

れ

ど

其

後

a

髮

、

加
.奈

陀

及

び

^

|1
_の

殖

民

地

^

隊

が

.漸

次

歐

州

^

到

着

\ 

づ
.
.
V
.
.
6

る
：を

以

て

、A
T
H
Hに
於
.て
は
其
の
經
费
が
..右

I
I

.
1 ,

I
I .1:
I:
I s知 v

おI:
I I

1:
旧
1!

の

额

以

上

上

b

居

る

は

明

か

f

p

即

ち

か

の

大

藏 

翁

證

券

の

發

行

高

の

全

部

を

旣

に

支

出

し

盡

し

た

る

も 

の

ど

せ

ば

1

日

の

經

费

は

平

均

五

西

离

»

に

近

き

も

の 

な

る

可

し

o 

.

露
國
の
戰
時
支
出
高
に
關
し
て
は
之
を
知
る
の
材
料j 

*

だ
乏
し
o
勿
論
兵
士
}
人
宛
の
戰
*
は
獨
逸
に
比
し 

遨
だ
少
额
な
る
べ
し
ビ
雖
も
其
の
兵
士
の
數
極
め
て
多I 

&

が
故
に
鐘
計
に
於
て
は
獨
逸
の
戰
擬
ょ
6
少
な
き
こ 

V
J

恐
ら
く
な
か
る
べ
し
o

填
土
利
に
付
て
は
亦
同
じ
く 

調
赍
材
料
な
し
^
雖
も
、
其
の
跟
備
の
他
國
に
對
す
る 

比
例
ょ
ぅ
推
し
て
、
堪
费
の
支
出
高
を
一
日
約
五
百
藤I 

卵
^
な
す
は
彳
甚
犮
し
く
II
I
鵠
を
失
し
た
る
も
の
に
非\ 

さ
る
.可
し
？
何
此
の
外
に
白
其
義
か
.
；|
日
ニ
百
萬
卵
をJ 

消
费
し
つ
.
\?>
る
を
以
て
、
*

し
吾
人
が
以
上
凡
て
&

r 

總
奸
す
る
時
は(

中
立
國
の
'動
員
费
を
計
上
せ
.さ
る
，
 

も)

此
度
の
歐
州
大
戰
爭
の
ー
ほ
に
耍
す
る
費
用
は
三
：
 

千
六
瓦
萬
5|
5
に
.達
す
，る
を
見
る
可
し
0

而
し
て
此
の
額 

に
九
月
十
.
一
日
.の
訐
箅
以
後
に
於
け
る
英
國
政
府
の
支

婼

九

赞

(

四
筇
芄

)

0

錄

出
の
瑜
加
ミ
及
び
中
立
國.の
動
«

«
を
加
，へ
t
 

+日
0
. 

總
計
費
用
を
四
千
萬
弗
ビ
な
ず
は
、
蓋
し
控
へ
目
に
昂 

0
P
た
る
額
ビ
云
ふ
を
得
べ
し
。
此
の
割
合
を
以
て
せ
，
 

ば
一
ヶ
年
に
於
け
る
戰
费
は
實
に
百
四
十
六
億
の
巨
額
. 

に
達
す
る
を
見
る
べ
しo 

是
を
以
て
見
れ
ば
"
か
の
リ
シ
エ
ー
敎
授
が
、
歐
州’ 

大
戰
11
の1

日
の
戰
费VJ

し
て
計
算
し
れ
る
五
千
离 

の
额
は
未
だ
以
て
、
戰
筚
の
爲
め
に"
工
場
に
於
け
る
生
，
 

產
の
停
止
"

器
械
，
鐵
遨
其
他
產
業
及
び
交
通
上
に
於 

け
る
諸
般
の
設
備
の
破
墩
せ
ら
る>ょ
ぅ
：生
す
る
掼
害 

を
償
ふ
に
足
ら
.ず
:̂
^
す
も
^
t'
し
も
不
.*l
^
E
R非
さ
る 

?

o

か
の
現
に
生
存
せ
る
怫
國
經
濟
學
_
中
の
泰
身 

f
し
，
て

知

ら

る
.
>.ボ
J
ル
，
ル
口.ソ
*
ボ
リ
ユ
1

氏
は
+
. 

月
六
日
怫
國
經
濟
學
協
會
に
於
け
る
討
_
に
際
し
て

一

，‘
 

ヶ
月H

於
け
る
戰
費
の
總
额
を
十
一

1

億
卵
な
h
 

S針
算 

し
れ
6

、(

即

ち1

ヶ
年
西
四
十
四
億
挪
な
り

)

.
0同
し
ぐ
.，
 

經
濟
學
の
大
家
た
る
ギ
ユ
.ョー

敎

授
.の
訐
算
は
此
の
額
. 

以
上
に
上
れ

第
四
號
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：



镕

九

饴(
四
芄
六

)

雜

錄

如
斯
教
し
歐
州
に
於
け
る
戰
氓
が
一
ヶ
年
■

績
す 

る
も
のW

豫
想
せ
.ば
、
財
產
の
破
墩
、
生
產
上

：

の
辑
窖 

及
.び
分
配
機
.關
の
撥
亂
ょ
&
生
ず
る
間
接
の
織
害
を
除 

外
す
る
も
、
樹
戰
爭
の
.爲め
に
#
國
軟
府
が
直
接
支
出 

す
る
戰
費
の
總
額
がW
五
十
億
典
以
上
に
上
る
可
き
事 

は
以
上
凡
て
の
諸
許
算0
等
し
く
認
ひ
る
所
な6

0
而 

し
て
此
の
額
は
合
衆
國
に
於
け
る
鐡道
®

設
の
始

め

ょ
 

り
千
九
G
六
年
六
月IT1

十
H

に

至

る

間

に

布

設

.せ

ら

れ 

た
る
鐵
遨
の
總
價
额
ょ6
も
觅
に
大
な
る
も
の
な6
、 

登
に
驚
く
可
&
資
本
の
破
墩
に
非
ず
や0 

,

以
上
は】

ヶ
年
に一

旦
る
戰
淨
費
の
總
額
を
豫
想
し
た 

る
も
の
な
れ
ビ
も

.こ
は
> 
吾
人
が
戰
举
が
必
ず一
ヶ

年
 

以
上
繼
鑛
す
る
こV」

を
確
信
し
て
、
斯
く
豫
想
し
た
る 

わ
け
^
非

さ

る

な

蓋

し

戰

银

が

假
&

R1

ヶ
年
を 

俟
た
ず
し
て
終
結
す
る
も
、
今
日
各
交
戰
國
が
大
規
模 

の
動
員
を
行
ひ
居
h

、
且
つ
今
後
之
忙
避
す
る
被
服
，

5n
藥

3C
C

の

^

需

ロ
£

は

.多

分
66
^

夫

れ

-
^
^
-
注

文

濟

ど
 

な

れ

る

女

以

て.ノ

各

交

戰

國

の

：®

す

る

庇

接

支

出

の

大

猪
叫
鉞 

九
ニ

剖
分
は
其
軍
隊
の
引
き
上
げ
及
び
解
隊
を
全
く
終
.
^
T
 

梁
和
.の
狀
態
に
立
ち
歸
る
ま
で
は
繼
續
す
ベ
&
も
の
ビ 

見
ざ
る
可
か
&
t'
o
.且
つ
戰
爭Q

.

爲
め
に
巾
业
又
は
破
：
 

壊
せ
&

れ
た
る
鐵
道
其
他
の
生
產
機
關
が
興
び
舊
能
R
 

囘
復
す
る
ま
で
に
は
數
ヶ
月
の
時
日
を
要
す
可
しo

さ
，
 

f
ば
戰
宰
が 
假
i

に
六
七
ヶ
月
に
終
る
ど
す
る
も
、
各
. 

,
交
戰
國
が
公
債
及
租
稅
R

ょ
&

R
間

ょ

ぅ

吸

收

す

.
る

資
 

金

の

高

は

尙

百

億

卵

を

.下

る

こ

V
J

な
か
る
可
し
o
. 

每
年
投
資
せ
ら
る
る
資
本
の
額 

力 
> 
る
互
¥

の
戰
«

が
金
副
市
場
^
如
何
な
る
影
響
' 

を
與
ふ
べ
き
か
を
知
&
ん
ビ
す
.る
に
は
、
先
づ
此
の
育 

五
十
億
弗
の
戰
費
が"

投
資
々
本V」

し
て
每
年
貯
蓄
サ 

ら
る 

>
额
に
對
し
て
.如
何
な
る
割
合
に
あ
れ
る
や
を
知 

ら
さ
る
可
ら
す
0

而
し
て
此
貯
菩
額
を
計
算
す
る
に
當
_ 

ぅ
て
先
づ
吾
人
の
出
發
點
e
な

す

可

き

も

の

は

、
'
#
年
 

新
た
に
發
行
せ
&

る
、
有
價
證
券
^
投
せ
ら
る
、
資
本
- 

の
總
額
な 

i
 ど
す 
o 
勿
#
此
の
額
を
以
て
か
く
る
，計
算
. 

の
甚
礎
ビ
な
す
に
.付
て
は
.多
少
考
版
す
べ
き
餘
他
の
存

命
融
1-
决
ぼ
す
.大
1

の
1

す
る
は
明
か
な
i

o
即
ち
此
の
種
の
貯
蓄
の
外
に
例
之 

鐵
道
會
社
が
其
鐵
遨
の
改
.
H資
金
^
し
て
其
の
收
益
中 

ょ
$
控
除
せ
る
貯
蓄
、
農
民
が
■其
の
穀
物
倉
庫
の
增
築 

の
爲
め
に
使
用
す
る
貯
蓄
、
®
他
個
人
が
赞
石
、
美
術 

品
等
の
享
樂
物
，を
得
ん
が
た
め
杞
使
用
す
る
貯
蓄
等
3> 

れ
と
も
ノ
是
等
は
有
憤
證
芬
に
普
通
投
下
せ
ら
る
、
資 

本
の
一
部VJ.

し
て
考
ふ
る
こ
ビ
.を
#
さ
る
.な
.
b 

o 

勿
論
谷
交
戰
國
に
?>
h
て
は
愛
國
心
の
發
泐
ょ
6
し 

て
"
建
設
物
の
改
啟
修
繕
を
差
し
控
<‘

或
は
赘
澤
品 

の
購
入
を
節
し
て
以
つ
て
政
府
公
慎
に
應
慕
せ
ん
ヾ
し
す 

る
も
の
增
加
す
る
に
至
る
'は
自
^

0

な̂
れ
ゾ」

も

又
 

他
の
一
而
に
於
て
は
戰
爭
の
爲
め
に
破
鐵
せ
ら
れ
た
る 

财
產
を
椾
充
す
る
爲
め
に
.資
本
の
需
用
增
加
す
る
を
以 

て
此
の
種
の
新
資
本
の
供
給
の
增
加
に
對
し
て
も
亦
佘 

ま
り
多
き
を
期
#
す
る
能
は
さ
る
な
り
0 

隨
つ
て
吾
人
は
次
に
«
ら
每
年
有
價
證
券
に
投
下
せ 

ら
る
、
資
本
の
統
針
に
付
て
論
ず
べ
し
o
白
耳
義
に
於

M
a
t
e
r
i
e
l
s

に
揭
げ
ら
れ
^

る
統
t

R
ょ
れ
ば
"

#
年
有
. 

偾
證
券
に
.投
せ
&
る 

>
資
本
の
.高
は
器
械
.生
産
の
發
簿 

に
つ
れ
て
近
年
著
る
し
く
增
加
し
"
最
近
數
.ヶ
年
に
於
；
 

け
る
.平
均
は1

年
約
四
十
億
弗
^

り
S
云
ふ
。
此
の
統 

一
訃
化
ょ
れ
ば
千
八
西
九
十
六
年
以
前
に
ぁ
办
て
は
全
世
. 

界
に
於
け
る
有
價
證
芬
の
新
發
行
總
額
は
一
ヶ
竺
千 

億
弗
に
達
し
れ
る
こ
ど
殆
ん
ど
な
か
6
.き
、
即
ち
千
八 

百
九
十
三
¥

に
終
る
十
ヶ
年
間
に
於
け
る1

ヶ
年
の
平 

均
發
行
總
額
は
十
ニ
億
五
千
离
挪
な
り
し
が
ヽ
千
九
^
 

〇
三
年
に
終
る
十
ヶ
年
間
に
於
て
は
倍
加
し
て
二
十
$

|

億
九
千
六
百
满
邵
:̂
な
.ぅ
> 

而
し
て
千
九
^1
十
三
年
に
' 

終
る
十
ヶ
年
間
.に
は
平
均
四
十
億
卵
以
上
.
.に
昇
れ
り
？ 

云
ふ
。

\

以
h

新
發
行
高
は
借
換
し
杧
る
分
を
含
む
も
の
な
れ
. 

ば
、
純
增
加
の
發
行
高
を
見
る
に
は
之
を
控
除
せ
ざ
る 

可
か
ら
ず
、
而
し
て
千
八
百
〇
六
年
以
後
に
於
て
此
の 

借
換
高
が
比
較
的
減
少
し
允
る
事
實
は
近
年
、
資
本
に 

對
す
る
需
用
增
加
を
示
す
も
の
ビ
し
て
特
に
注
目
に
値

第
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•

吾
人
が
前
.に
論
じ
た
る
今
囘
の
歐
洲
戰
爭
K

要
す
る 

費
用
を
支
辨
す
る
に
、
以
上
統
託
の
示
ず
所
の
毎
年
の 

貯
蓄
額
を
以
て
す
る
時
は
、
約
四
ヶ
年
間
.に

苴

る

.
新

資
 

本
の
增
加
は
全
部
悉
く
政
府
公
憒
め
た
め
に
吸
收
せ
ら 

る

S

を
以
て
此
の
間
は
其
他
の
目
的
の
た
め
に
投
せ
ら 

る
可
き
資
本
は
全
く
金
融
市
場
に
之
を
求
む
る
を
得
さ 

る
に
至
る
可
し
0

隨
つ
て
.鐡
道
の
a

設
改
良
は
資
本
勘 

定
を
以
て
之
を
行
ふ
能
は
す
、
典
他
諸
紡
績
會
觔
及
び 

&

治
刚
體
が
事
業
を
搬
張
し
、
又
は
公
益
事
業
を
起
さ 

ん
ど
せ
ば
#

自
の
收
入
に
ょ
る
の
外
、
:他
に
全
く
資
金 

を
得
る
の
途
な
き
に
至
る
可
し
。

勿
論
®
く
の
如
き
は
事
實?>
b
得
ベ
か
ら
ざ
る
極« 

の
議
論
な
6

0
こ
^
に
白H

義
に
刊
行
せ&
る
、
前
述 

0
統
計
は
投
資
せ
ら
る
可
き
貯
蓄
の
額
€
し
て
は
或
は 

過
少
，に
失
す
る
も
の
な
る
べ
し
、
殊
に
此
の
事
は
米
國 

に
於
て
然
b
ご
す
會
社
稅
に
關
し
て
發
表
せ
れ
ら
/
aる 

報
告
に
ょ
れ
ば
米
國
に
於
け
る
會
社
の
資
本
金
及
社
債 

の
墦
加
は
千
九
百
十

1

年
に
は
其
高
三
十
六
億
ニ
千
八

第
九
^

百
九
十
1
.莴
〇
三
百
五
十
八
弗
，に
し
て*
翌
千
九
V
0十 

一】

年
に
.は
四
十1

一
億
：五
千
七
百
〇
六
藤
七
千
茛
九
十
七 

弗
に
上
れ
是
等
の
高
を

1

見
す
れ
ば
恰
も
米
國
ニ 

國
に
於
け
る
資
本
の
僧
加
丈
に
て
も

「

旣
に
前
述
の
白 

耳
義
の
統
計
に
於
て
全
世
界
の
資
本
の
增
加
额S
し
て 

揭
げ
た
る
も
の
に
四
敵
す
る
が
如
し

o

さ
れ
ど
此
の
國 

税
局
長
の
報
吿
せ
る
高
は
.之
を
解
釋
す
る
上
に
於
て
重 

大
な
る
制
限
を
附
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
何
ん
ど
な
れ
ば 

.

以
上
の
數
字
は
衆
國
に
於
け
る
凡
て
の
會
社
組
織
の 

も
の
を
.包
含
せ
る
が
故
に
、
其

ft
箅
の
二
重
に
陷
れ
る 

も
の
甚
だ
多
し
、
即
ち
合
衆
國
に
於
け
る
會
社
に
は
他 

の
會
社
の
株
式
を
所
有
す
る
こ
ビ
を
目
的
し
て
設
立 

せ
ら
れ
た
る
も
の

6

る
が
.故
に
、
此
等
の
會
社
の
株
式 

一
增
加
は
何
等
實
際
の
富
を
增
加
し
た
る
も
の
に
非
ざ
る 

が
飲
な
A

O
加
之
ノ
同
じ
會
社
ミ
稱
す
る
も
の
の
內
に 

も

9
內
實
は
少
數
秘
人
の.組
：合
%
る
に
枸
は
ら
中
便
宜 

上
曾
社
の
形
式
を
採
，れ
る
：も
の
甚
だ
多
し
、
而
し
て
か 

く
の
如
き
人
的
耍
素
に
重
き
を
置
け
る
少
數
の.人
々
R

第
掛
號 
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(

四
五
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雜

錄
金
融
じ
及
ぼ
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大
戦
齓
の
影
響



婼
九
卷

ょ

ぅ

て

設

立

せ

ら

る

、

會

社

の

資

本

は

決

し

て

寶

買

，の

 

自

由

に

行

は

る 

> 

有

價

證

#

に

投

資

せ

ら

.る

、
性

質

の 

も

の

に

非

さ

る

が

故

な

り

。

粜
し
て
然
ら
ば
米
國
に
於
て
每
年

一

般
的
に
役
資
せ 

ら

る

、

資

本

の

增

加

を

知

ら

ん

ど

欲

せ

«'
、
實
際
自

由

M 

に
.取
引
せ
ら
る

、

有
惯
證
券
の
額
が
ヽ
國
挽
局長
に

ょ
、
一
 

$

て
報

吿

せ

ら

れ

た

る
米

國
會
社
0
有
價
證
券
の
總
額| 

に

對

し

て

如

何

な

る

割

合

に

办

た

る

や

を

知

る

こ

ビ

肝

| 

婆
な
办
o

而
し
て
こ
は
紐
育
株
式
取5!
所
に
於
て
正
式 

の
賣
贸
に
附
せ
&

る
、
荷
惯
證
券
を
觅
れ
ば
其
の
大
體
一 

を
知

る

こ

v
j

を
#

.
べ
し
。
紐

育

株
式
取
引
所
に
於

て

賣 

負
を
公
認
せ
ら
れた
る

荷
價
證
券
の
總
額
面®
格

は

ニ 

^

瓦
十
九
億
七
千
五
西
高
挪
な-
き̂
ぺ
千
九
西
十
魄
年j 

1
1

爿

+

五

日

^

之

に

人

口

三

^

以

上

の

都

市

の

發

行

し

\ 

た

る

市
債r

1

十
五
億
七
百
蔣
池(

國
勢
調
査
局
最
近
調.

)

間

取

引

所

の

取

引

に

上

ら

さ

る

鐵

遨

有

價

說

券

の

.|

部

分

爹

く

の
_

氣

會

社

、

，
國

立&'
州

立

銀

行

並

び

信

記
 

舍

•社

：0

採

式

ぞ

饭

箅

せ̂

•「

吾

，ん

，は

米

國

拉

於■て

：

」

.着

第
四
號
 

九
六

的

に
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引

せ

ら

れ

0

る

有

價

證

券

の

總

额

ど

し

て
 

約

！

1
.1

百

五

十

億

典

乃

至

四

百

億

弗

を

得

べ

し

。

而

し

て 

此

の

額

は

千

九

西

十

二

年

度

に

國

稅

局

長

に

串

吿

せ

&
 

れ

た

る

株

#

並

に

債

券

の

總

_额

九

<1

ハ

十

四

億

三

千

^
 

TJ
七

十

四

萬

四

千

〇

八

十

四

卵

に

對

し

約

五

分

の

〗
|

に 

當

る

も

の

な

i

o

今
#
年
に
於
け
る
ほ
^

々
本
の
增
加
の
割
合
を
算
出 

，せ
ん
ど
す
る
に
際
し
考
ふ
可
き
こ
ど
は
ゝ
勿
論
以
上
の 

四
百
億
弗
0
有
價
證
券
の
如
，き
> 
取
引
の
自
曲
に
行
は 

る
、
株
式
又
は
ft
僙
を
發
行
す
る
會
祉
の
資
本
の
增

加
 

は
"
恐
.、ら
く
か
の
1
般
金
融
市
場
に
於
け
る
利
子
步
合 

に
ょ
^
'て

左

右

せ

ら

る

、

こ

W

比
較
的
少
な
き
人
々
の 

關
係
せ
る
に
會
if
c

s
同
一
な
る
能
は
さ
る
は
事
實
な
れ 

.と
も
、
假
^

に

是

等

の

嚴

密

な

る

意

味

^

於

て

取

引

の 

活
潑
に
行
は
る
、
有
價
瞪
券
が
凡
て
の
株
式
及
び
债
券 

'VJ

同j

の
割
合
杞
て
僧
加
す
る
も
の
？
せ
ば
合
衆
.國
{(
:

於
て
取
引
の
自
.坩
}t
行
は
る
v
此
の
m
布

K
券
の
叙‘

(

四
六
o

)

雜

錄

金

融

レ

及

ぼ

す

大

戦

飢

の

影

嫁

而

し

M

ば

正

七 

<
每

年

經

濟

雜

誌

は

ょ

シ

：て

報

吿

せ

ら 

も
.、
大
會
.釉

發

行

の

新

有

價

證

券

の

高

ど

，
略

ぼ

合

致

す 

る

も

の

な

-

C
V
Q

 

. 

. 

.

,

是
等
の
投
資
せ
ら
る
可
き
資
本
中
.果
し
て
其
の
幾
割 

か
®

_
公

懷

に

吸

收

ぜ

ら

れ

"
.
又

幾

割

が

產

業

上

に

使 

行
せ
ら
る
、
や
を
硏
究
す
る
に
は
資
金
：の
需
給
、
兩
方 

面
に
於
け
る
種
々
の
事
情
を
觀
察
せ
ざ
る
可
か&
ず
0 

旣
R
吾
人
が
前
に
指
摘
し
た
る
が
如
く
怫

M

g

r英
國 

及
び
獨
逸
の
諸
國
に
於
け
る
農
捣
、
職
人
及
び
小
商
人 

に
し
て
平
素
咨
自
に
通
貨
を
貯
藏
し
、
又
は
其
他
の
方 

法
に
て
貯
蓄
を
な
せ
る
も
の
あ

b

Q
而
し
て
是
等
の
資 

金
は
通
常
の
場
合
に
あ
ぅ
て
は
鐵
道
其
他
工
業
會
社
の 

株
式
又
は
社
憤
に
投
せ
ら
る
\
も
の
に
非
ざ
れ
ど
も
 ヽ

今
囘
の
事
變
ic
際
し
て
は
各
國
に
於
け
る
愛
國
心
の
發 

.動
は
彼
等
を
驅
4

て
此
の
種
の
貯
菩
を
以
て
政
府
公
偾 

に
應
慕
せ
し
む
る
に
至
ら
し
む
る
は
勿
論
，K
に
進
ん 

で
耕
地
？
諸
遨
具
及
び
庙
舖
の
改&
擴
張
の
爲
め
R

1
 

や

す

，
ベ

き

資

本

を

も

"

公

債

の

應

募

又

は

租

桃

の

仕

挪

第

九

怨
0

六
3

雜

錄

ビ
し
；
.で

政

府̂
納

付

す

る

靖

葦

し

：鮮

少

な

ら

ざ

る

可

し 

之
を
.以
て
..見
れ
ば
是
等
，諸
賴
の
；方

面

新

れ

に

投

資
 

せ
^

る
可
き
資
金
ビ
‘し
.て

市

場

：に

出

づ

る

額

極

め

て

多 

額
に
上
る
可
じ
ゎ 

：

/

M

に
他
方
.に
於
て
是
等
の
投
資
々
本
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上
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